
 

上海市におけるロックダウン（都市封鎖）関連情報 ② 
 

ロックダウン解除に向けて徐々に規制緩和がされつつあったものの、労働節が明けて再び

外出制限や防疫対策が強化され、依然として先の見えない厳しい状況が続いています。 

街道（地区の行政単位）内の外出が可能である防範区（防范区）に指定されたエリア

の住民割合が全上海市の人口の７割以上を占めたと公表されていますが、実態は外出 

不可のままとなっているところが大半であります。 

 

・工業企業の操業再開手引き（上海市工业企业复工复产疫情防控指引）第二版を

公表 

操業再開するにあたり厳しい防疫措置が要求される為、対応しきれない企業が多い 

(5/3) 

 

・今年 9月に浙江省杭州市で開催予定であったアジア競技大会の延期を発表 (5/6) 

 

・中国各地で 6月上旬に予定されている大学入学試験（高考）を上海のみ 7月上旬に

延期を発表 (5/7) 

 

・政府からの配給食料以外に、団体購入やデリバリーで食料確保が出来ていたところも 

一週間程度の禁止  

居住区内に限った外出も、「静黙期」 として禁止され、PCR 検査時以外は自宅から出ら

れなくなったところもある模様 (5/8) 

 

・本人が陰性であっても、居住棟で誰か一人でも感染者が出れば棟全員隔離施設へ移送 

される情報が出回り、市民の間では緊張が高まっている。SNSなどでは市民が強制的に 

隔離施設へ連行される動画が拡散されている 

 

・政府からの配給物資も食料品から洗濯洗剤、シャンプー等日用品へと変化。まだ外出 

制限は続くものと予想 

 

・宅配便関連の物流企業 21社の営業再開を認めるホワイトリスト※が公表 

EMS、順豊以外にも DHL、OCS等の国際クーリエ業者も含まれている 



 

上海の主要生産型企業（1,854社）、非生産型企業（142社）のホワイトリストは 

公表済み 

既に稼働再開に向けて動き出している模様 

 

物流関連では前回配信時と重複するところもありますが、特段大きな変化はございません。

正常化にはまだ相当の時間を要する見込みです。 

 

・上海港バース込み、作業員不足による荷捌き作業遅延により多くのコンテナ船が沖待ち、

運航遅延が発生 

 

・通行証の取得が出来ている企業は航空・海上共に上海から出荷できているが、依然と 

して上海を回避する傾向が強い 

・車両の確保が困難な状況が継続中。確保出来たとしても運賃が通常の 5 倍程度にまで

高騰 

 

・上海輸出 CFS倉庫：作業員不足ではあるものの、通常稼働。所在地の防疫政策に 

より急遽クローズされることもあるので注意が必要 

 

・上海輸入 CFS 倉庫：一部の倉庫は再開、デバン済の貨物から予約制にて引き取りが

出来ている模様 

 

・上海向け輸出：コンサイニーが（空）港まで貨物引き取りが可能であれば出荷自体は

問題無し 

 但し、今後も出荷前にシッパー様＆コンサイニー様間で出荷可否確認をされることを強く 

推奨します 

 

・輸出貨物（クーリエ含む）は中国到着後、各所で消毒液を噴射されています。ビニール

等で二重包装する等の対策を取られることを推奨します 

 

 

 

 

 



 

※参考 上海郵便宅配企業第一次ホワイトリスト 

（上海市邮政快递业第一批复工复产“白名单”企业） 

 

1.中国邮政集团有限公司上海市分公司（邮政) 

2.中国邮政速递物流股份有限公司上海市分公司（EMS） 

3.顺丰速运集团（上海）速运有限公司（顺丰） 

4.圆通速递有限公司（圆通） 

5.中通快递股份有限公司（中通） 

6.申通快递有限公司（申通） 

7.上海韵达货运有限公司（韵达） 

8.极兔速递有限公司（极兔） 

9.优速物流有限公司（优速） 

10.上海苏宁物流有限公司（苏宁） 

11.上海驿浦网络科技有限公司（菜鸟） 

12.上海万象文化配送有限公司（万象） 

13.递易（上海）智能科技有限公司（递易） 

14.DHL空运服务（上海）有限公司（DHL） 

15.中外运敦豪国际航空快件有限公司上海分公司（DHL） 

16.联合包裹物流（上海）有限公司（UPS） 

17.优比速包裹运送（广东）有限公司上海分公司（UPS） 

18.联邦快递（中国）有限公司上海分公司（FedEx） 

19.欧西爱司物流（上海）有限公司（OCS） 

20.欧西爱司物流（上海）有限公司上海分公司（OCS） 

21.上海迅赞供应链科技有限公司（京东） 

 


